
アイとマコトの新・農業人への道
＝営農開始・生産＝
農業を学ぼう
あなたの農業をシミュレート
ー果樹編ー   ー畜産編ー
農業法人で働こう
支援制度を活用しよう　高知県
経営継承という始め方
メール相談　編集室から　
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　新規参入者のうち、「おおむね農業所得で生計が成り立ってい
る」のは39％であり、5割にも満たない。また、農業所得で生計が成
り立ったとしても、平均で2.6年かかっている。ちなみに、新規参入
者の販売金額の平均は800万円だが、生計が成り立ったときには、
1100万円を売り上げている。

　農村は、地域住民のつきあいが都市に比べて濃密だ。最初は
戸惑うかもしれないが、深くつきあうと、気候や農地や住居、生活
情報などを教えてくれたり、困ったときに助けてもらえることもあ
る。農業用水や農道の管理にともなう共同作業や伝統行事などに
参加・協力することが大切だ。

　ベテラン農家が所得を確保するのに
苦労する中、新規就農者が初年度から
順調に経営することは容易ではない。
地域の農業者、住民と支え合うことが大切だ。
特に就農当初は教えられることが多いだろう。
周りの人にアドバイスを求め、
助けてもらえる関係を築くことも
新規就農者に必要な技術といえる。

　新規参入者の販売ルートは、「農協（50.8％）」、「消費者への直
接販売（46.8％）」が多く、次いで「小売（スーパー・専門店など）
（24.1％）」、「卸売市場に直接（17.3％）」となっている。就農当初、
生産と販売の両方を行うのは困難で、農協の営農部会を活用する
方法も有力だ。就農5年目では、「農協」の割合は減り、「消費者へ
の直接販売」、「小売」、「仲卸・商社」が増加しており、新規就農者
が販路を開拓する姿が現れている。　　　

作：くぼさわ かずひさ

※文章内の数字は全国農業会議所調べ（平成19年）。

　1968年生まれ、東京都出身。大学卒業後、農業関係の

出版社（東京）で12年間勤務。1年間の研修を経て36歳

のとき、縁もゆかりもない山形県飯豊町で就農。ビニール

ハウスと露地450坪で、カザニア、パンジーなど10種類の

花きを生産。全国80人の新規就農者から成る「新・農業人

ネットワーク」の世話人代表補佐を務める。

田中 俊昭さん（42）
― 山形県飯豊町 ―

Profi le

Front Runner
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　いったん法人で就業した後に独立する場合のメリッ

トは、農業法人や先進農家は、生産技術や加工、販売、

経営管理などさまざまな分野で新しい試みを行ってい

るため、独立就農を目指す人にとって学べることがたく

さんあること。独立就農は事業の経営者になることであ

り、慎重に考える必要があるが、従業員の立場でじっく

りと自分の適正を判断し、準備を進めることが出来る。

　農業法人で働くことで、独立就農に向けた人間関係

を築くことや、就農可能性のある地域・農地を紹介して

もらえる可能性もある。

　給料を得ながら学べるため、独立のための資金の準

備もできるが、一般的に農業法人の賃金はそれほど高

くないため、予定していた金額まで貯めるには相当の

時間がかかるケースもある。そのため、資金準備の面

で考えれば、他の仕事を続けた方が早く独立できるこ

ともある。

　農業法人の中には、従業員とは別枠で、「研修生」を

受け入れて独立就農を支援しているところもある。従業

員という立場であっても、同じ農場で働く研修生の姿や

独立への課程を身近に見ることが出来るため、就職先

としてもお勧めだ。

　独立就農をめざす研修には、大きく２つの道があ

る。①農業法人などで働いて経験を積んでから独立を

目指す方法と、②先進的な農家や農業法人、公的な機

関での研修を受けて独立する方法だ。

　数年間のうちの独立就農という具体的な目標に向け

て研修する場合、研修先としては、①先進農家や農業法

人と、②公的な研修機関がある。グラフは、新規就農した

先輩たちが学んだ研修先で、一般農家と農業法人が半

分を占めている。公的な研修期間は募集枠が少なかっ

たり、研修のスタート時期が決まっていたりすることもあ

り、実際の経営現場で、最先端の技術や高度な経営ノウ

ハウを学べるためだ。

　一般農家の場合、有機農業などを、徒弟的な関係で学

ぶケースが多い。大きな農産物販売グループを通じて、

グループの会員農家で研修するケースもある。

　法人の中には、前述したように一般の従業員とは賃金

などの待遇や労働時間と言った就業条件を区別して、「研

修生」として受け入れるところもある（全国新規就農相談

センターＨＰ「研修農場ネットワーク」で紹介している）。

独立後にも自社グループの一員として位置づけ、販売面

で提携することで経営の安定を支援する法人もある。

　全国各地のいくつかの都道府県・市町村・農業公社な

どでは、就農希望者に対して独立就農するための研修

を行い、地域農業の新たな担い手を育成している。研修

地域での就農が前提となることが多いため、就農できる

地域、作目、販路が限られているが、研修を受けた人が

実際に就農できる可能性は高いため、自分の希望する

就農スタイルと合致した場合は、非常に魅力的な制度

だ。20～40代の夫婦での就農に向いていることが多い。

　一般的には、県・市町村の指定する農家で１～２年

間の研修を行い、研修中に農地などを取得する。自治体

によっては、研修期間中の生活資金を助成している所も

ある。（12ページに関連記事）

　独立就農を支援する組織には、農協が単独で設立し
ているもの、農協と町が共同出資しているもの、町と民

間企業と地元の企業が共同出資しているものなど様々

な形態がある。これらの組織のほとんどは、単独で就農

を目指すよりも高い就農率・定着率となっている。

　また、酪農を目指すのならば、酪農ヘルパーがお勧め

だ。この制度は各市町村の酪農ヘルパー組合などに採

用されて、組合員となる酪農家で働くもの。ヘルパー先

では多様な酪農形態の勉強ができ、給料・休暇などが保

証されている。さらに、ヘルパー先で地域ネットワーク、

人的信用力が確保でき、就農につながることもある。

　どの方法で独立就農を目指すにしても、就職や研修を始
める前に、ぜひ、農業インターンシップ制度を利用して、農業
法人で就業体験をしてほしい。希望を抱いて農業法人に就
職しても、「描いていたイメージと違った」「仕事がきつい」な
どの理由から早期に退職する人が少なくないからだ。自分
の希望と、法人の作目や地域がマッチしているのか、イン
ターンシップで確かめてみよう。

　研修に際しては、独立したときのイメージをもって臨み、
十分な時間を確保すること。実際、独立就農した人の多く
は、１～２年間の研修を行っている（平成22年新規参入
者の就農実態調査より）。農業は自然と共生する生命産業
だ。ハウスなどの施設栽培でも気候の影響は受ける。１年
を通して季節や時期の応じた栽培や販売の方法などを学
ぶことが大事だ。

　農業専門の教育機関である農業大学校や就農準備

校は、専門分野の担任がそれぞれいる場合が多く、充実

した教育体制が整っている。教育費負担も少なく、理論

学習に加えて、学内農場で多岐にわたった実習を行うこ

とが出来る点が魅力だ。

　また、大型農業機械運転資格などの各種資格を取得

できることもある。最近では、専修の学生の受け入れ以

外に、就農を目指した社会人を受け入れるためのコー

スを設けている都道府県も多い。実習では、先進農家の

見学や実習が含まれていることもある。ただし、面接・試

験があること、研修開始時期が年度初めの4月1回など

限定されている場合も多い。

独立就農するには、技術・ノウハウ、資金、
農地、機械・施設、住居の５つの要素が必要だ。
「作りたい作目や飼いたい家畜」と「就農地域」が決まったら、
栽培・飼育技術や経営管理のノウハウを身につける必要がある。

＝就職して独立＝
働きながら適正を判断し、
じっくり準備

＝研修所で学ぶ＝
農家・農業法人で研修する
独立を支援する研修農場で
先進技術を学ぼう

＝自治体の制度を活用する＝
生活費補助など公的支援を
活用しよう

＝学校で学ぶ＝
研修カリキュラムで理論と実習を

＝農協や市町村などが連携＝
地域の担い手として高い就農率

研修先

農業法人

農業大学校
就農準備校

県・市町村

メリット 作目の選択肢 就農地選択肢

研修先の比較

就農先での人間関係を築いたり、就農地域・農
地を紹介してもらえる場合もある。

理論と合わせて実践的な勉強が体系的に出来
る。学費も安い。多様な技術が習得可能。

その土地に合った作目・技術を学べる。自治体に
よっては生活費用を支援するところもある。

多 多

多 少

少 少

就農準備校では実践的な技術が学べる

インターンシップで事前体験を
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夫婦共同で草刈り、マンゴーを自然栽培

高品質な日本の果物は「笑顔の素」

　

豊
富
な
栄
養
価
と
鮮
や
か
な
色
彩
で
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
や
お
や
つ
に
重
宝
さ
れ
る
果
物
。日
本
の
果
物

は
世
界
的
に
高
品
質
で
知
ら
れ
て
い
る
。果
物
栽
培
の

現
場
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

非
農
家
出
身
の
山
本
浩
司
さ
ん（
34
）は
、故
郷
の
愛
知
県

か
ら
遠
く
離
れ
た
沖
縄
県
国
頭
村
で
マ
ン
ゴ
ー
栽
培
を
始
め

て
５
年
が
経
つ
。ま
だ
生
活
で
き
る
だ
け
の
売
上
は
な
い
も
の

の
、妻
の
真
紀
子
さ
ん（
28
）と
二
人
三
脚
、南
の
島
で
の
農
業

生
活
を
満
喫
し
て
い
る
。

　

マ
ン
ゴ
ー
栽
培
を
志
し
た
の
は
フ
リ
ー
タ
ー
だ
っ
た
05
年
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
た
マ
ン
ゴ
ー
農
家
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
感
じ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。見
た
こ
と
も
食
べ
た
こ
と
も

な
か
っ
た
マ
ン
ゴ
ー
だ
っ
た
が
、「
理
由
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

一
瞬
で
こ
れ
だ
と
思
い
ま
し
た
」。一
生
の
仕
事
と
確
信
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
本
で
情
報
を
集
め
、就
農
に
か
か
る
費

用
を
検
討
し
た
結
果
、比
較
的
安
く
農
地
が
手
に
入
る
沖
縄

県
で
の
就
農
を
決
め
た
。沖
縄
県
農
業
会
議
か
ら
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
県
内
有
数
の
農
業
法
人（
国
頭
村
）で
、１
年
間
の

研
修
を
実
施
。栽
培
技
術
を
身
に
付
け
た
。

　

研
修
終
了
後
、タ
イ
ミ
ン
グ
良
く
出
て
き
た
好
条
件
の
農

地 

ha
を
６
５
０
万
円
で
取
得
し
た
。フ
リ
ー
タ
ー
時
代
に
貯

め
た
６
０
０
万
円
の
自
己
資
金
と
親
か
ら
借
り
た
２
２
０
０

万
円
の
２
８
０
０
万
円
が
就
農
資
金
。

　

か
か
っ
た
費
用
は
、農
地
の
取
得
以
外
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

資
材
が
７
５
０
万
円
、土
壌
の
盛
り
土
に
１
５
０
万
円
、農
具

や
工
具
、軽
ト
ラ
ッ
ク（
中
古
）の
購
入
に
３
５
０
万
円
。そ
の

他
に
４
年
間
の
生
活
費
と
し
て
６
０
０
万
円
使
っ
た
。「
出
来

る
だ
け
お
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
」と
ハ
ウ
ス
は
自
身
で
建

設
し
た
。

や
り
た
い
農
業
に
二
人
三
脚

　

初
め
て
実
が
な
っ
た
の
は
就
農
か
ら
２
年
経
っ
た
08
年
。県
内

で
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
無
農
薬
・
無
科
学
肥
料
に
よ
る

自
然
栽
培
農
法
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
嬉
し
い
と
か
よ

り
も
ま
ず
味
が
ど
う
な
の
か
が
気
に
な
り
ま
し
た
」と
い
う
心

境
だ
っ
た
。周
囲
か
ら
好
評
を
得
て
、自
信
を
持
っ
た
と
い
う
。

　

翌
年
に
は
口
コ
ミ
で
全
量
出
荷
し
、37
万
円
を
売
り
上
げ

た
。次
年
以
降
は
、年
間
４
千
個
の
実
を
収
穫
し
、３
０
０
万

円
以
上
の
売
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

１
人
で
就
農
し
た
山
本
さ
ん
は
２
０
１
０
年
12
月
に
、研
修

先
の
法
人
で
働
い
て
い
た
京
都
出
身
の
真
紀
子
さ
ん
と
結
婚
。今

は
と
も
に
汗
を
流
し

作
業
し
て
い
る
。「
自

分
た
ち
の
や
り
た
い

農
業
が
で
き
て
い
ま

す
。自
分
た
ち
の
作
っ

た
マ
ン
ゴ
ー
を
一
人
で

も
多
く
の
人
に
た
べ

て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
口
を
そ
ろ
え
る
。

果
樹
は
地
域
を
選
ぶ

　

果
物
は
食
用
の
果
実
で
、狭
義
に
は
永
年
性
で
樹
木
に
な
る
も
の
の
み

を
指
し
、農
林
水
産
省
で
も
こ
の
定
義
で「
果
樹
」と
分
類
し
て
い
る
。こ
の

た
め
、つ
る
か
ら
な
る
草
本
性
で
１
年
生
作
物
の
イ
チ
ゴ
や
ス
イ
カ
な
ど

は
、果
樹
で
は
な
く「
野
菜
」と
分
類
さ
れ
る
。

　

果
樹
の
種
類
は
、世
界
中
で
３
千
種
類
以
上
に
も
及
ぶ
。そ
の
分
類
方

法
は
様
々
あ
る
が
、一
般
的
に
大
き
く
分
類
す
る
と
き
、落
葉
果
樹
、常
緑

果
樹
、熱
帯
果
樹
の
３
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
休
眠
期
間
に
完
全
に
落
葉
す
る
も
の
が
落
葉

果
樹
で
、リ
ン
ゴ
や
ナ
シ
、ブ
ド
ウ
な
ど
が
あ
る
。一
部
落
葉
す
る
も
の
の

年
間
を
通
し
て
葉
を
樹
上
に
残
し
て
い
る
も
の
が
常
緑
果
樹
で
、ミ
カ
ン

や
レ
モ
ン
な
ど
の
柑
橘
類
の
ほ
か
、ビ
ワ

や
オ
リ
ー
ブ
な
ど
が
含
ま
れ
る
。常
緑
果

樹
の
う
ち
、亜
熱
帯
か
ら
熱
帯
に
分
布
す

る
マ
ン
ゴ
ー
や
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
、バ
ナ
ナ

な
ど
は
熱
帯
果
樹
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

降
水
量
が
豊
富
で
、地
域
に
よ
っ
て
気

候
が
大
き
く
異
な
る
日
本
で
は
、そ
の
ほ

と
ん
ど
が
栽
培
可
能
だ
。一
方
、果
樹
栽

培
で
は
、気
温
や
降
水
量
な
ど
の
気
候
風

土
、日
当
た
り
や
土
壌
、風
な
ど
の
立
地

条
件
に
よ
っ
て
栽
培
で
き
る
品
目
が
大
き

く
制
限
を
受
け
る
。

　

暑
さ
に
弱
い
リ
ン
ゴ
は
東
北
地
方
や
長
野
県
な
ど
の
寒
冷
地
で
盛
ん

に
栽
培
さ
れ
、逆
に
高
温
多
湿
を
好
む
ミ
カ
ン（
温
州
ミ
カ
ン
）は
静
岡
県

や
和
歌
山
県
、四
国
・
九
州
地
方
な
ど
温
暖
な
地
域
で
栽
培
さ
れ
て
い

る
。ち
な
み
に
、日
本
の
果
樹
で
最
も
栽
培
面
積
の
多
い
ミ
カ
ン
は
、東
北

地
方
で
は
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
果
樹
は
地
域
を
選
ぶ
」と
は
よ
く
言
わ
れ
る
。就
農
の
際
に
は
、栽
培

し
た
い
品
目
を
中
心
に
就
農
地
を
決
め
る
の
か
、そ
れ
と
も
就
農
地
を
中

心
に
栽
培
可
能
な
品
目
を
決
め
る
の
か
を
定
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

苦
戦
続
く
も
輸
出
に
光

　

農
林
水
産
省
の
調
べ
で
は
、

２
０
１
０
年
の
果
樹
作
経
営

の
１
経
営
体
当
た
り（
全
国
平

均
）の
農
業
粗
収
益
は
４
７
６

万
円
で
、農
業
経
営
費
の
３
３

１
万
円
を
引
く
と
農
業
所
得

は
１
４
５
万
円
。露
地
野
菜
の

１
７
７
万
円
、施
設
野
菜
の
３

８
２
万
円
な
ど
と
比
べ
低
い
水

準
と
な
る
。

　

農
業
所
得
は
前
年
か
ら

８
％
減
少
し
て
い
る
。そ
の

前
年
に
も
16
％
減
っ
て
お
り
、苦
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。野
菜
な

ど
よ
り
も
味
に
高
品
質
が
求
め
ら
れ
る
果
樹
は
、台
風
や
長
雨
、日
照

不
足
な
ど
気
象
の
影
響
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
受
け
や
す
い
。

　

果
樹
経
営
で
問
題
と
な
る
の
は
、苗
木
の
植
え
付
け
か
ら
始
め
る

場
合
、収
穫
で
き
る
果
実
が
な
る
ま
で
に
２
〜
３
年
か
ら
種
類
に
よ
っ

て
は
５
〜
６
年
か
か
る
こ
と
だ
。そ
の
間
は
無
収
入
と
な
る
た
め
、空

い
て
い
る
農
地
や
果
樹
の
株
間
で
野
菜
な
ど
を
栽
培
し
た
り
、別
の
収

入
手
段
を
得
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

他
方
、果
樹
は
永
年
性
の
作
物
の
た
め
、苗
木
を
植
え
る
と
15
〜
20

年
、長
い
も
の
で
は
40
年
以
上
収
穫
で
き
る
。税
法
上
で
定
め
ら
れ
た
耐

用
年
数
は
、カ
キ
樹
の
36
年
を
最
長
に
、温
州
ミ
カ
ン
が
28
年
、わ
い
化
リ

ン
ゴ
が
20
年
、温
室
ブ
ド
ウ
が
12
年
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、マ
ン

ゴ
ー
は
、通
常
15
年
ほ
ど
栽
培
で
き
る
。就
農
時
に
は
あ
る
程
度
ま
と

ま
っ
た
お
金
が
必
要
に
な
る
が
、軌
道
に
乗
れ
ば
比
較
的
安
い
経
費
で
運

営
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

こ
の
た
め
、新
規
就
農
の
場
合
に
は
リ
タ
イ
ヤ
し
た
果
樹
農
家
の
樹
園

地
を
引
き
継
ぐ
の
が
い
い
方
法
だ
。果
樹
経
営
で
も
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
た
め
、こ
の
よ
う
な
樹
園
地
を
利
用
し
て
、産
地
と
し
て
新
規
就
農
者

を
受
け
入
れ
る
地
域
も
あ
る
。

　

果
物
の
流
通
は
ほ
と
ん
ど
が
市
場
流
通
と
な
る
。最
近
で
は
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
り
、宮
崎
県
産
の
マ
ン
ゴ
ー
の
よ
う
に
固
定
客
に
向
け
た
産
直
や

デ
パ
ー
ト
で
の
直
接
販
売
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、元
来
嗜
好

品
と
し
て
の
趣
き
が
強
い
果
物
は
、簡
単
に
手
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
洋

菓
子
な
ど
と
の
競
合
を
強
い
ら
れ
、全
体
的
に
消
費
量
を
減
ら
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、高
品
質
を
生
か
し
た
海
外
へ
の
輸
出
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。昨
年
度
は
円
高
の
影
響
で
輸
出
量
を
減
ら
し
た
が
、08
年
に
は
１
０

０
億
円
以
上
の
輸
出
金
額
と
な
っ
た
。輸
出
先
の
７
割
は
台
湾
で
、そ
の

ほ
と
ん
ど
が
リ
ン
ゴ
だ
。

収　　穫　　量
ｔ     

  173 800
  147 300
  115 500
  86 200
  61 600

割合
19%
16%
13%
10%
7%

都道府県別２００８年産おもな果樹の収穫料ベスト１

収穫量上位５県(08年）

日本で生産されるおもな果樹で、収穫量が国内第１位の都道府県。

西洋ナシ
  2万1200トン

山形県

オウトウ
1万2000トン

ミ カ ン

0.5

種類
カンキツ樹

リンゴ樹

ブドウ樹

ナシ樹
モモ樹
オウトウ樹
ビワ樹
クリ樹
ウメ樹
カキ樹
アンズ樹
スモモ樹
イチジク樹
キウイフルーツ樹
ブルーベリー樹
パインアップル
オリーブ樹

細目
温州ミカン
その他
わい化リンゴ
その他
温室ブドウ
その他

耐用年数        
２８年
３０年
２０年
２９年
１２年
１５年
２６年
１５年
２１年
３０年
２５年
２５年
３６年
２５年
１６年
１１年
２２年
２５年
３年
２５年

"2009年の金額"　　　
（千円）
4,756
4,148
136
14

3,309
282
311
1,447
99.2
3,018

"対前年増減率"　　
（％）
△ 2.8
△ 3.1
7.1

△ 44.0
△ 0.3
8.0

△ 19.0
△ 8.0
2.1
3.6

０９年　果樹作中心経営の農業経営収支

資料：農林水産省「個別経営の営農類型別経営統計（経営収支）」

果樹の耐用年数表

減価償却資産の耐用年数等に関する省令より 資料：農林水産省

和歌山県
愛 媛 県
静 岡 県
熊 本 県
長 崎 県

収　　穫　　量
ｔ     

    493 200
  185 500
  62 500
  52 000
  39 600

割合
54%
20%
7%
6%
4%

リ ン ゴ

青 森 県
長 野 県
岩 手 県
山 形 県
秋 田 県

モモ
5万2800トン

山梨県

スモモ
9100トン

ブドウ
4万8400トン

ウメ
7万１00トン

和歌山県

カキ
5万3900トン

ミカン
17万3800トン

長崎県

ビワ
2230トン

愛媛県

キウイフルーツ
9600トン

沖縄県

パインアップル
9910トン

茨城県

クリ
6110トン

青森県

リンゴ
49万3200トン

千葉県

日本ナシ
3万9400トン

資料：農林水産省

農業粗収益
 うち 果樹収入
  野菜収入
  花き収入
農業経営費
 うち 肥料費
  光熱動力費
農業所得
作付延べ面積（a）
自営農業労働時間（時間）
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食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
肉
や
牛
乳
な
ど
の
乳
製

品
。こ
れ
ら
畜
産
物
は
、国
内
農
業
生
産
額
の
３
割

を
占
め
る
。和
牛
に
代
表
さ
れ
る
高
品
質
の
畜
産

物
は
世
界
で
評
価
さ
れ
て
お
り
、経
営
規
模
で
も
、

北
海
道
の
酪
農
は
Ｅ
Ｕ
を
追
い
越
す
な
ど
、集
約

化
・
大
規
模
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

　

非
農
家
出
身
の
梶
本
希
さ
ん（
30
）は
、酪
農
家
に
な
る

と
い
う
夢
を
叶
え
る
た
め
、生
ま
れ
育
っ
た
岩
手
県
八
幡

平
市
で
新
規
就
農
し
て
３
年
が
経
つ
。　

　

梶
本
さ
ん
が
酪
農
を
目
指
し
た
の
は
、高
校
生
の
時

だ
っ
た
。生
ま
れ
育
っ
た
岩
手
県
八
幡
平
市
西
根
・
松
尾

地
区
は
酪
農
が
盛
ん
。「
自
然
と
牛
飼
い
と
い
う
仕
事
を

意
識
し
て
い
ま
し
た
」と
い
う
。

　

高
校
を
卒
業
後
、岩
手
県
立
農
業
大
学
校
畜
産
課
程

に
進
み
、酪
農
を
専
攻
し
た
。同
じ
ク
ラ
ス
に
は
、将
来
の

妻
と
な
る
美
香
さ
ん
も
い
た
。酪
農
と
い
う
同
じ
夢
を

持
っ
て
い
た
２
人
は
、い
つ
か
一
緒
に
夢
を
実
現
し
よ
う
と

誓
い
合
っ
た
。

　

希
さ
ん
は
卒
業
後
も
同
校
で
３
年
間
実
習
助
手
を
勤

め
、そ
の
後
、西
根
地
区
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
で
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
勤
務
し
た
。「
毎
日
、い
ろ
ん
な
牛
舎
を

見
る
事
が
で
き
る
の
で
、日
々
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
酪
農
家
を
比
較
で
き
る
の
で
、将
来
の
経
営
者
と

し
て
の
理
想
像
が
次
第
に
見
え
て
き
ま
し
た
」と
話
す
。

就
職
3
年
目
で
明
る
い
見
通
し

　

念
願
の
就
農
は
、無
利
子
の
就
農
支
援
資
金
を
借
り
ら

れ
る
め
ど
が
立
っ
た
２
０
０
６
年
４
月
。土
地
２
ha
と
牛

舎
を
購
入
し
た
の
を
始
め
、す
ぐ
に
搾
乳
で
き
る
経
産
牛

13
頭
を
仕
入
れ
、
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
を
続
け
な
が
ら
の
ス

タ
ー
ト
だ
っ
た
。ト
ラ
ク
タ
ー
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
も
中
古
で
、

そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
、30
万
円
と
い
う
安
値
で
揃
え
た
。

　

２
０
１
０
年
１
月
、離
農
す
る
酪
農
家
か
ら
土
地
と

牛
舎
２
棟
、事
務
棟
、車
庫
、経
産
牛
18
頭
を
譲
り
受
け

た
。そ
の
後
も
順
調
に
牛
を
増
や
し
、現
在
で
は
育
成
牛

を
含
め
70
頭
を
飼
育
し
て
い
る
。

　

生
乳
は
Ｊ
Ａ
へ
の
出
荷
だ
が
、一
部
を
加
工
業
者
に
委

託
し
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
製
造
し
、
道
の
駅
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
る
。生
乳
70
％
の
ア
イ
ス
は
、

後
味
の
残
ら
な
い
さ
っ
ぱ
り
し
た
口
当
た
り
で
好
評
を
得

て
い
る
と
の
こ
と
。

　

農
場
全
体
の
年
間
販
売
額
は
独
立
後
2
年
間
は
厳
し

か
っ
た
が
、３
年
目
の
10
年
か
ら
や
っ
と
経
営
が
安
定
し

て
き
た
の
で
、数
倍
の
売
り
上
げ
が
見
込
め
そ
う
だ
と

い
う
。｢

最
近
は
夫
婦
２

人
で
帳
簿
を
見
る
の

が
、
楽
し
み
で
す
。こ
れ

か
ら
も
経
営
を
拡
大
し

て
い
き
た
い
で
す
ね｣

と

笑
顔
で
話
す
。

北
海
道
と
南
九
州
が
大
生
産
地

　

畜
産
で
飼
育
さ
れ
る
主
な
家
畜
は
、牛（
大
家
畜
）、豚（
中
家

畜
）、鶏（
小
家
畜
）に
分
類
さ
れ
る
。変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、ダ
チ
ョ

ウ
、鹿
、猪
な
ど
も
あ
る
。

　

牛
で
は
、牛
乳
や
乳
製
品
の
原
料
と
な
る
生
乳
を
搾
る「
酪
農
」、

肉
を
生
産
す
る「
肥
育
牛
」が
あ
り
、さ
ら
に
、肥
育
の
た
め
の
子
牛

を
生
産
す
る「
繁
殖
牛
」が
あ
る
。繁
殖
経
営
は
比
較
的
小
規
模
が

多
い
が
、繁
殖
・
肥
育
の
一
貫
経
営
も
あ
る
。酪
農
も
、乳
を
搾
る
た

め
に
は
子
供
を
産
ま
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、産
ま
れ
た
子
供
の
う
ち

メ
ス
は
乳
牛
と
な
り
、オ
ス
は
肥
育
牛
と
し
て
飼
養
さ
れ
る
。

　

豚
は「
養
豚
」と
呼
ば
れ
、肉
豚
と
な
る
。ニ
ワ
ト
リ
を
飼
養
す
る

養
鶏
も
、卵
を
生
産
す
る「
採
卵
鶏（
レ
イ
ヤ
ー
）」と
鶏
肉
と
な
る

「
ブ
ロ
イ
ラ
ー
」に
分
け
ら

れ
る
。老
齢
で
卵
を
産
め

な
く
な
っ
た
メ
ス
鶏（
廃

鶏
）は
肉
用
と
し
て
販
売

さ
れ
る
が
、価
格
が
安
い

た
め
、早
い
段
階
か
ら
肉

用
に
肥
育
し
て
品
質
を

高
め
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

都
道
府
県
別
の
飼
養
頭
数
は
、酪
農
で
は
５
割
以
上
を
北
海
道
が

占
め
る
。飼
養
戸
数
は
、２
０
０
５
年
か
ら
２
０
１
０
年
に
か
け
て
２

割
減
少
し
た
が
、１
戸
当
た
り
飼
養
頭
数
は
北
海
道
で
は
１
０
８
頭

と
Ｅ
Ｕ
を
上
回
り
、都
府
県
で
も
46
頭
と
規
模
拡
大
が
進
ん
で
い
る
。

　

肉
用
牛
の
飼
養
頭
数
で
も
１
位
は
北
海
道
で
、以
下
鹿
児
島
、宮

崎
、熊
本
と
南
九
州
が
続
き
、九
州
が
全
体
の
約
４
割
を
占
め
て
い
る
。

　

南
九
州
は
養
豚
、養
鶏
も
盛
ん
で
、豚
の
飼
養
頭
数
は
鹿
児
島
が

全
国
ト
ッ
プ
。採
卵
養
鶏
で
も
鹿
児
島
、宮
崎
は
一
大
生
産
地
だ
。

　

畜
産
物
の
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
の
自
給
率
は
68
％（
08
年
度
）だ

が
、飼
料
の
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
し
て
い
る
た
め
、国
内
で
生
産
さ
れ
た

飼
料
に
よ
る
自
給
率
は
17
％
ま
で
下
が
る
。

　

畜
産
経
営
は
環
境
対
策
が
最
大
の
課
題
で
、家
畜
排
せ
つ
物
法
で

適
切
な
処
理
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、大
規
模
経
営

で
は
地
域
の
耕
種
農
家
と
連
携
し
て
堆
肥
化
に
よ
る
処
理
を
進
め

た
り
、自
ら
複
合
部
門
と
し
て
耕
種
農
業
に
乗
り
出
す
と
こ
ろ
も
見

ら
れ
る
。

１
年
目
の
費
用
は
３
５
０
万
〜
３
千
万
円

　

２
０
１
０
年
の
畜
産
経
営（
酪
農
、肉
用
牛
、養
豚
、採
卵
、ブ
ロ

イ
ラ
ー
）の
１
経
営
体
当
た
り（
全
国
平
均
）の
農
業
粗
収
益
は
約

４
６
１
６
万
円
。経
営
費
の
約
４
２
３
０
万
円
を
引
く
と
農
業
所

得
は
３
８
６
万
円
で
、水
田
作
経
営
の
35
万
円
、畑
作
経
営
の
２
１

７
万
円
、果
樹
作
経
営
の
１
４
５
万
円
と
比
べ
高
い
水
準
に
あ
る
。

　

農
業
所
得
は
前
年
に
比
べ
11
％
増
と
な
っ
て
い
る
が
、こ
れ
は

酪
農
経
営
が
83.

２
％
増
と
な
っ
た
た
め
で
、酪
農
以
外
は
減
少
し

て
い
る
。世
界
的
な
異
常
気
象
や
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
産
で
、

飼
料
原
料
で
あ
る
穀
物
価
格
が
高
騰
し
た
た
め
だ
。原
油
価
格
高

騰
の
影
響
も
あ
る
。

　

畜
産
で
の
新
規
就
農
者
に
と
っ
て
、一
番
の
課
題
は
資
金
の
確

保
で
、他
作
物
に
比
べ
て
多
額
の
資
金
が
か
か
っ
て
い
る
。全
国
農

業
会
議
所
が
２
０
１
０
年
に
行
っ
た
新
規
就
農
者
の
実
態
調
査

に
よ
れ
ば
、就
農
１
年
目
に
要
し
た
費
用（
機
械
・
施
設
の
導
入
資

金
と
営
農
資
金
）は
、養
豚
が
最
も
高
く
３
千
万
円
、次
い
で
酪
農

２
６
４
６
万
円
、ブ
ロ
イ
ラ
ー
１
３
７
５
万
円
、肉
用
牛
肥
育
１

３
６
５
万
円
、
肉
用
牛
繁
殖
１
１
６
５
万
円

で
、
採
卵
鶏
が
３
５
１
万
円
だ
っ
た
。
ち
な
み

に
、水
田
作（
米
、麦
等
）は
５
３
０
万
円
、施
設

野
菜
は
９
７
９
万
円
、露
地
野
菜
は
３
８
８
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

採
卵
養
鶏
が
比
較
的
少
額
な
の
は
、小
規
模

な
平
飼
い
な
ど
で
独

自
の
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

を
目
指
す
パ
タ
ー
ン

が
多
い
か
ら
だ
。

　

初
期
投
資
が
か
か

る
畜
産
だ
が
、季
節
に

関
係
な
く
年
間
を
通

じ
て
経
営
出
来
る
強

み
も
あ
る
。軌
道
に
乗

れ
ば
安
定
し
た
経
営

を
す
る
事
も
可
能
だ
。

ネ
ッ
ク
の
資
金
は
経
営
継
承
で
解
決
も

　

こ
の
よ
う
な
畜
産
で
の
新
規
就
農
だ
が
、後
継
者
の
い
な
い
既
存

の
経
営
を
継
承
す
る
方
法
も
あ
る
。全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン

タ
ー
は
、農
林
水
産
省
の
助
成
を
受
け
て
農
業
経
営
継
承
事
業
を

行
っ
て
お
り
、全
国
で
マ
ッ
チ
ン
グ
が
進
み
つ
つ
あ
る（
14
ペ
ー
ジ
参

照
）。

　

同
事
業
は
、農
地
や
畜
舎
、機
械
、家
畜
な
ど
の
有
形
資
産
と
と

も
に
、技
術
、販
路
、経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
無
形
資
産
を
合
わ
せ
た

「
経
営
資
産
」を“

生
き
た”

状
態
で
引
き
継
ぐ
仕
組
み
だ
が
、北
海

道
で
は
離
農
し
た
酪
農
経
営
の
有
形
資
産
を
引
き
継
ぐ
パ
タ
ー
ン

が
多
い
。

　

新
規
就
農
は
事
業
経
営
を
始
め
る
こ
と
で
あ
り
、一
定
額
の
自
己

資
金
は
必
要
だ
が
、同
事
業
を
活
用
す
れ
ば
様
々
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
の
で
、意
欲
と
や
る
気
が
あ
る
人
は
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
欲
し
い
。

資料：全国農業会議所「新規就農者の就農実態調査」（2010年）

酪  農
2646

肉用牛繁殖
1165 

肉用牛肥育
1365 

採卵鶏
351 

ブロイラー
1375

養  豚
3000 

新規就農者が1年目にかかった費用 （単位：万円）

"2009年の金額"　　　
（千円）
4,616
4,230
386

"対前年増減率"　　
（％）
△ 2.8
△ 0.3
△ 8.0

畜産経営の農業経営収支

資料：農林水産省「個別経営の営農類型別経営統計（経営収支）」

農業粗収益
農業経営費
農業所得

世界に冠たる日本ブランドの黒毛和牛

採卵養鶏は小規模な経営で、直売する農家も多い。

人気のアイスクリーム
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農業の担い手が減少する中、逆に農業法人への就業者は、年々増加している。
大規模層が積極的に規模拡大し、6次産業化（農産加工など経営多角化）、法人化が進んでいるためだ。
農業法人が求める人材を、全国農業会議所が2011年に行った「農業法人等における雇用に関するアンケート調査」から見てみよう。
（注：同調査は従業員を雇用している農業法人と大規模個人経営が対象で、回答数2150経営体のうち約74％が法人）

　

農
業
法
人
は
ど
う
い
う
人

材
を
求
め
て
い
る
の
か
。全
国

新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
の
調

査
に
よ
る
と
、正
社
員
を
雇
用

す
る
際
に
重
視
す
る
点
は「
農

業
に
対
す
る
熱
意
」が
65
％
と

最
も
多
く
、次
い
で「
長
く
働
い

て
く
れ
そ
う
な
人
」
37
％
と

な
っ
て
い
る
。常
勤
パ
ー
ト
に
対

し
て
は「
長
く
働
い
て
く
れ
そ

う
な
人
」
が
41
％
で
最
も
多

く
、「
農
業
に
対
す
る
熱
意
」が

31
％
と
続
く
。（
図
２
）

　

最
近
の
調
査
で
は
、農
業
の

離
職
率
は
１
年
間
で
3
割
と

高
い
た
め
、農
業
と
い
う
仕
事

へ
の
熱
意
を
持
ち
、長
く
勤
め

て
く
れ
そ
う
な
人
を
採
用
し
た

い
の
だ
。

　

で
は
、正
社
員
の
募
集
は
ど

こ
で
行
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。一

番
多
い
の
は「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」と「
口
コ
ミ
・
知
人
の
紹
介
」で
、い
ず
れ
も

25
％
を
占
め
る
。

　

他
で
は
、新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
な
ど
の「
新
規
就
農
相
談
会
」が
11
％
、「
学

校
へ
の
求
人
」が
８
％
「
求
人
サ
イ
ト
」と「
求
人
情
報
誌
」が
い
ず
れ
も

４
％
な
ど
。自
社
の「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」（
Ｈ
Ｐ
）は
３
％
だ
が
、Ｈ
Ｐ
が
充
実

し
て
い
る
法
人
に
は
、求
人
を
告
知
し
て
い
な
く
て
も
採
用
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
が
多
い
と
い
う
。

　

農
業
法
人
の
経
営
者
は
従
業
員（
正
社
員
）の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。最
も
多
い
の
が「
幹
部
従
業
員
に
し
た
い
」で

お
よ
そ
半
数
の
49
％
、次
い
で「
農
業
経
営
者
と
し
て
独
立
さ
せ
た
い
」の

22
％
。「
後
継
者
に
し
た
い
」が
14
％
、「
共
同
経
営
者
に
し
た
い
」も
７
％

あ
っ
た
。（
図
４
）

　

後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
事
情
が
背
景
に
あ
る
に
せ
よ
、経
営

を
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
人
材
と
し
て
期
待
し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。

　

逆
に
従
業
員
が
農
業
法
人
や
経
営
者
に
求
め
て
い
る
も
の
は
な
ん
だ
ろ

う
か
。全
国
農
業
会
議
所
が
行
っ
た「
新
規
就
業
者
か
ら
み
た
農
業
法
人

等
の
雇
用
と
満
足
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
よ
る
と
、「
勤
務
先
で
、現

在
と
同
様
の
仕
事
に
従
事
す
る
」が
35
％
で
最
も
多
く
、次
い
で「
農
業
で

独
立
す
る
」の
23
％
、｢

考
え
て
い
な
い｣

の
16
％
、｢

勤
務
先
で
経
営
幹
部
に

な
る｣

11
％
が
続
く
。

　

２
つ
の
調
査
か
ら
は
、経
営
者
と
従
業
員
と
い
う
異
な
る
立
場
な
が
ら
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
と
い
う
同
じ
目
標
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。農
業

法
人
で
従
業
員
と
し
て

定
着
し
て
幹
部
従
業
員

や
協
同
経
営
者
に
な
る

事
も
可
能
だ
し
、農
業
法

人
で
何
年
か
経
験
を
積

ん
だ
後
、独
立
を
目
指
す

事
も
可
能
だ
。

　

農
業
法
人
へ
の
就
職

を
考
え
る
場
合
、た
だ
生

活
す
る
た
め
の
仕
事
で

は
な
く
、独
立
就
農
や
経

営
幹
部
、あ
る
い
は
経
営

の
継
承
な
ど
将
来
の
目

標
を
し
っ
か
り
定
め
て
行

動
し
て
欲
し
い
。

日本農業技術検定のポスター

男
女
と
も
20
代
が
多
く
、若
い
会
社

採
用
で
重
視
す
る
の
は

「
熱
意
」と「
長
く
働
い
て
く
れ
そ
う
」

４
分
の
１
が
研
修
を
受
け
さ
せ
、

農
業
技
術
検
定
の
受
験
も
増
加

幹
部
、後
継
者
、共
同
経
営
者
に

　

農
業
法
人
に
お
け
る
雇
用
は
急
速
に
増
加
し
て
い
る
。総
従
業
員
数

（
研
修
生
・
実
習
生
を
除
く
）で
は「
20
人
以
上
」が
19
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で「
10
〜
14
人
」
が
18
％
、「
15
〜
19
人
」
が
９
％
。
10
人
以
上
で

46
％
と
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
。

　

従
業
員
別
の
平
均
人
数
は「
常
勤
パ
ー
ト
」が
8.6
人
と
最
も
多
く
、次

い
で「
正
社
員
」6.9
人
、「
ア
ル
バ
イ
ト
」6.6
人
。（
図
１
）

　

年
齢
層
別
で
は
、20
代
で
は「
女
性
の
正
社
員
」が
31
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で「
男
性
の
正
社
員
」が
30
％
、「
男
性
ア
ル
バ
イ
ト
」20
％
と
な
っ
て

い
る
。30
代
で
は｢

男
性
の
正
社
員｣

が
36
％
と
最
も
多
く
、次
い
で｢

女

性
の
正
社
員｣
が
22
％
、｢

男
性
の
ア
ル
バ
イ
ト｣

16
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

常
勤
ア
ル
バ
イ
ト
が
多
い
の
は
正
社
員
よ
り
も
低
い
賃
金
で
補
え
る

か
ら
だ
が
、で
は
、農
業
法
人
は
正
社
員
よ
り
も
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
が
求

人
が
多
い
か
と
い
う
と
一
概
に
そ
う
と
も
言
え
な
い
。全
国
新
規
就
農
セ

ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
正
社
員
の
求
人
は
ア
ル
バ
イ
ト
よ
り
多
く
、新
規

就
農
相
談
会
の「
新
・
農
業
人
フ
ェ

ア
」で
は「
ア
ル
バ
イ
ト
で
は
な
く
正

社
員
が
ほ
し
い
」と
い
う
声
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
男
性
の
正
社
員
」が
20
代
よ
り
30

代
に
多
い
の
は
、他
業
種
で
仕
事
を

し
て
い
た
者
が
次
の
就
職
先
と
し
て

農
業
法
人
で
働
い
て
い
る
ケ
ー
ス
が

多
い
か
ら
だ
。他
業
種
で
の
経
験
が

重
視
さ
れ
る
と
い
う
背
景
も
あ
る
。

　

逆
に「
女
性
の
正
社
員
」
が
20
代

か
ら
30
代
に
か
け
て
割
合
が
減
少

し
て
い
る
の
は
、
結
婚
を
機
に
家
庭

に
入
る
者
が
多
い
か
ら
だ
。農
業
法

人
等
も
一
般
企
業
と
同
じ
特
性
を

持
っ
て
い
る
。

　

農
業
法
人
等
の
経
営
者
は
従
業
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。従
業
員
の
能
力
を
育
成
す
る
た
め
に
行
っ
て
い

る
こ
と
で
は
、「
農
業
分
野
の
研
修
会
や
見
学
会
を
受
け
さ
せ
る
」が
最
多

で
25
％
を
占
め
、次
い
で「
能
力
の
習
得
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
打
ち
合

わ
せ
」の
19
％
、「
作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
」の
16
％
の
順
。能
力
の
習
得
状

況
を
確
認
す
る
た
め
に「
日
本
農
業
技
術
検
定
を
受
け
さ
せ
る
」も
12
％

あ
っ
た
。（
図
３
）

　

同
検
定
は
、従
業
員
に
と
っ
て
、

目
標
や
到
達
点
が
わ
か
り
や
す

く
、技
術
や
知
識
の
習
得
が
目
に

見
え
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

か
ら
だ
。

　

農
業
分
野
の
研
修
会
で
は
、山

梨
の
株
サ
ラ
ダ
ボ
ウ
ル
は
、１
日

の
農
作
業
の
前
に
座
学
を
開
き
、

従
業
員
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
へ
と
つ
な
げ
て
い

る
。さ
ら
に
最
近
で
は
、「
能
力
の

習
得
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
打

ち
合
わ
せ
」と
し
て
日
本
農
業
技

術
検
定
を
受
験
さ
せ
る
農
業
法
人

が
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、従
業
員
が
多
い
法
人
で

は
、作
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
Ｏ

Ｊ
Ｔ
を
行
う
割
合
が
高
い
。雇
用

が
増
え
る
に
従
っ
て
、作
業
の
効
率

化
の
た
め
の
業
務
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

と
日
常
業
務
を
通
じ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
研

修
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

(   )
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鈴木さんの元で現在研修中の奈須さん

きる「こうちアグリスクール」など、入り口も多い。県外に住

み、実際に相談してみたい人は、高知県が参加する新・農業

人フェアに行くのも手だ。就農の鍵は、人と人とのつながり。

まずは、ブースに行ってみてはいかがだろう。

　新規就農者研修支援事業は、県と市町村が連携して行

う就農支援事業で、先進的な農家で半年から２年間研修

を行う。2003年から現在まで35人が研修を終え、そのう

ち30人が就農。残りの5人も就農準備中と、非常に就農率

が高いのが特徴だ。昨年度は21人、今年度は64人が制

度を活用した。09年からは、毎月約10万～15万円の生活

費が支給されている。

　応募資格は40歳以下から65歳以下まで、受け入れる

市町村によって異なる。研修後は研修地で就農すること。

応募者は、各市町村の受付窓口で面接を受け、申請する。

研修先は、自分で見つける人もいるが、ほとんどが「窪川

アグリ体験塾」で学び、そこからの紹介による。同塾は、県

立農業大学校の研修制度で、「就農希望者長期研修」や

「新いなかビジネススクール」など多彩なメニューがあり、

新規就農者研修支援事業の参加者の多くが学んでいる。

　研修中、研修生は研修先の農家に毎日通い、栽培技術

や経営、地域の人との人付き合いについても実践的に学

んでいく。研修期間はほぼ毎日一緒におり、さらに独立後

も同じ土地で生活をしていくことになるので、研修先の

農家との相性が大切だ。

　研修を指導している鈴木さんは地域への恩返しだと話

す。そもそも、鈴木さんも非農家出身の新規就農者。自分を

受け入れてくれた地域になにか出来ることはないかと考え、

新規就農者の受け入れを始めた。「研修期間も含め人生は

本人のもので、決めるのは自分自身。孤独の作業・決断も多

く、くじけることも多いが、やればやっただけのことが、目に

見えてくる喜びがある」と語る。資金が無くても農業を始めら

れるが、大切なのはやる気と地域にとけこむことだという。

現在も、２人目の研修生を受け入れ中だ。

　そんな鈴木さんの元で、現在研修中の奈須雄治さん（36）

は「新・農業人フェア」に参加して高知県のブースで説明を

受け、窪川アグリ体験塾に参加。同塾のスクーリングバスツ

アーで、鈴木さんと知り合い、何度も足を運ぶうちに研修を

決意した。奈須さんは「研修先を決める際には、足を運び実

際に体験して、よく考えて、決める事が大切。地域に溶け込ん

で本気でやろうと思ってる人に来て欲しいですね」と話す。

　高知県では、新規就農者研修支援事業の他にも、働きな

がら学ぶ「農業技術研修」や東京や大阪にいながら受講で

研修期間中 10万～15万円の生活費を支給

　同事業を利用して独立し、今年で４年目となる竹内

鉄也さん（34）は、13aの農地で施設栽培のシシトウや、

米、サツマイモを栽培し、約1000万円を売り上げてい

る。非農家出身で、大学卒業後は公務員になったが、農

業にあこがれて種苗会社に転職。種苗の生産から販売

まで任されるうちに、独立就農の思いを強くした。

　会社の同僚からの紹介で、南国市で新規就農をした

鈴木郁馬さん（43）と出会い意気投合。研修を決意した

際、同事業を知り利用した。研修期間はシシトウ栽培が

始まってから終るまでの１年間。この期間中に技術の習

得と就農の準備を行った。

　研修中は独立後のことを考えながら、その時々に必

要な作業を行っていく。鈴木さんが教えたのは営農技

術だけではない。農協の集まりや地域の飲み会に連れ

ていき、地域に溶け込ませてくれた。竹内さんも、自分

から積極的にあいさつをして知り合いを増やした。その

結果、研修中から施設や農地を借りることができ、研修

終了後は、スムーズに就農することが出来た。

　研修に必要な資金は、就農支援資金の施設等資金を

利用。自己資金も50万円用意した。研修中の住居は、実

家のある隣町の香南市から通っていたが、研修後は市

内の知り合い農家の空き家を借りている。機械はトラク

ターのみ所有。稲作に使う機械は鈴木さんからリースで

借りている。

高知県で、新しく農業を始める人が増えている。
同県の新規就農者は５年前と比べほぼ２倍。
同県で行われている「新規就農者研修支援事業」の成果だ。

経営者を育成する実践的な研修と生活支援

大切なのはやる気と地域への溶け込み 指導農家　鈴木郁馬さん

研修先の選定は足を運んで体験して 研  修  生　奈須雄治さん

研修の1年間で技術の習得と就農準備 南国市　竹内鉄也さん

新いなかビジネススクール スクーリング日程（2泊3日）
毎回金・土・日開催

まず、インターネットで高知県の農業情報を
学ぶ。希望者はスクーリング（農作業体験や
農家での研修）もできる。

こうちアグリスクール 東京、大阪で開催　　各10回
就農へ向けて都会で学ぶ農業技術研修。就
農体験談から土壌肥料、農業経営など専門
の指導スタッフが対応。

働きながら学ぶ農業技術研修 ９月開始、日曜日開催 休日を利用し、就農を目指す研修。

就農希望者長期研修
受付随時
一般コース（3カ月～12カ月）
熟年コース（3カ月～6カ月）

宿泊しながら、自主的に学べると好評。目的、希
望に応じて、実習が中心。農業大学校での聴講
と先進農家や環境保全型畑作振興センターで
の研修を受けながら就農に向けて研修可能。

窪川アグリ体験塾のメニューの一例（2011年）

研修先の鈴木さん（左）と竹内さん

　高知県は温暖で雨が多く、日照時間が長いという気
象条件に恵まれ、平野部では施設園芸野菜、中山間地
域では農・畜・林など地域の特性に応じた農業が営ま
れている。
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経営を移譲した下吉さん（左）と継承した古川さん（右）。
中央は後見人であるＲ＆Ｒおんねないの服部事務局長

　

２
０
１
０
年
11
月
、北
海
道
北
部
の
美
深
町
で
、３
人
目
の
経
営
継
承
者
が
誕
生
し
た
。

経
営
を
譲
っ
た
の
は
乳
牛
55
頭
を
経
営
す
る
酪
農
家
の
下
吉
孝
夫
さ
ん（
70
）。

年
間
販
売
額
２
０
０
０
万
円
弱
、経
費
を
差
し
引
い
た
農
業
所
得
約
５
０
０
万
円
の

立
派
な
経
営
だ
が
、同
地
区
で
は
比
較
的
小
規
模
で
、

新
規
就
農
者
が
経
営
を
開
始
す
る
に
は
ほ
ど
よ
い
規
模
だ
。

移
譲
希
望
の
複
数
農
家
が

グ
ル
ー
プ
と
し
て

継
承
者
を
受
け
入
れ

　

新
た
に
経
営
者
と
な
っ
た
の
は
古
川
満

之
さ
ん（
36
歳
）。通
信
・
出
版
関
係
の
会
社

に
勤
務
後
、就
農
を
目
指
し
て
北
海
道
東
部

に
移
住
。1
年
ほ
ど
の
研
修
の
後
、就
農
可

能
な
地
域
を
探
し
、美
深
町
に
た
ど
り
着
い

た
。

　

今
回
の
ケ
ー
ス
の
特
徴
は
、経
営
を
譲
り
た

い
農
家
８
戸
が
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、継
承
を
実

現
さ
せ
て
い
る
こ
と
だ
。グ
ル
ー
プ
の
名
前
は

「
Ｒ
＆
Ｒ
お
ん
ね
な
い
」Ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｙ
（
引
き

継
ぎ
）、Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｉ
ｚ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
実
現

す
る
）か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。

　

Ｒ
＆
Ｒ
で
は
、継
承
希
望
者
は
１
年
目
に

Ｒ
＆
Ｒ
の
会
員
全
員
の
農
場
を
廻
っ
て
研
修

を
受
け
る
。様
々
な
農
場
を
見
る
中
で
、営
農

条
件
、様
々
な
技
術
や
経
営
方
針
を
学
ぶ
。

２
年
目
は
継
承
す
る
農
場
を
選
定
し
、よ
り

実
践
的
な
研
修
を
継
承
予
定
農
場
で
行
う
。

古
川
さ
ん
は
、既
に
研
修
を
積
ん
で
い
た
こ

と
も
あ
り
、１
年
目
か
ら
継
承
予
定
の
下
吉

さ
ん
の
農
場
で
研
修
を
行
っ
た
。た
だ
、他
の

会
員
の
農
場
を
手
伝
っ
た
り
、デ
ン
ト
コ
ー
ン

の
共
同
作
業
に
参
加
し
た
り
し
て
地
域
に
馴

染
む
こ
と
も
こ
こ
ろ
が
け
た
。ま
た
、Ｒ
＆
Ｒ

を
卒
業
し
て
経
営
主
と
な
っ
て
い
る
人
た
ち

と
活
発
に
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、充
実
し

た
研
修
の
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

売
買
で
継
承
。移
譲
農
家
も

豊
か
な
第
二
の
人
生
。

　

下
吉
さ
ん
と
古
川
さ
ん
の
継
承
方
法
は
、

農
地
、畜
舎
な
ど
経
営
資
産
の
売
買
。継
承

方
法
は
地
域
、作
目
、状
況
に
よ
っ
て
様
々

だ
が
、北
海
道
の
酪
農
経
営
で
は
売
買
で
の

継
承
が
主
流
だ
。
本
人
の
自
己
資
金
の
ほ

か
、公
的
資
金
の
活
用
、町
の
助
成
措
置
な

ど
を
活
用
し
、資
金
を
確
保
し
た
。農
地
は

農
地
保
有
合
理
化
事
業
を
活
用
し
て
5
年

間
、賃
貸
借
し
た
の
ち
取
得
す
る
予
定
だ
。

継
承
後
の
古
川
さ
ん
の
経
営
は
お
お
む
ね

順
調
で
あ
る
。

　

下
吉
さ
ん
は
経
営
移
譲
後
に
恩
根
内
地

区
の
町
有
住
宅
に
移
住
し
、悠
々
自
適
の
生

活
を
送
っ
て
い
る
。就
農
希
望
者
だ
け
で
な

く
、移
譲
農
家
の
た
め
に
も
な
る
の
が「
経

営
継
承
」の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

相談室

 

定
年
就
農
で
も
、農
業
で
生
活

が
出
来
る
目
標
を
立
て
る
べ
き

で
す
。そ
の
際
わ
か
り
や
す
い
の
は
、所
得

（
売
上
か
ら
費
用
を
引
い
た
残
り
）の
目

標
を
た
て
る
こ
と
で
す
。例
え
ば
３
０
０

万
円
の
所
得
を
上
げ
る
た
め
に
は
、ど
ん

な
作
物
を
ど
れ
だ
け（
面
積
）栽
培
し
、そ

れ
を
ど
の
よ
う
に
販
売
す
る
か
と
い
っ
た

経
営
計
画
を
た
て
ま
す
。

　

水
田
で
す
と
、米
は
価
格
が
下
落
し
て

い
る
こ
と
と
、全
国
平
均
で
約
４
割
の
転
作

が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。地
元
の

普
及
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し
て
、米
以

外
に
収
益
性
の
高
い
作
物
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。販
売
も
大
事
で
、ど
こ
に
、ど
う

や
っ
て
売
る
の
か
、地
元
の
先
進
農
家
な
ど

を
参
考
に
、販
売
計
画
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

　

小
さ
く
て
も
事
業
を
経
営
す
る
わ
け
で

す
か
ら
、栽
培
だ
け
で
な
く
、販
売
や
経

営
管
理
な
ど
幅
広
い
勉
強
が
必
要
で
す
。

自
分
で
農
業
を
始
め
る
に
し
ろ
、農
業
法
人
に
就
職

す
る
に
し
ろ
、自
動
車
は
必
需
品
で
す
。農
村
で
は

公
共
交
通
機
関
は
少
な
く
、普
段
の
移
動
に
必
要
で
す
し
、な

に
よ
り
資
材
や
農
産
物
な
ど
の
荷
物
を
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま

す
。こ
の
た
め
、ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
自
家
用
車
の
他
に
、運
搬

用
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
持
っ
て
い
ま
す
。ち
な
み
に
、免
許
は
Ａ
Ｔ

で
は
な
く
Ｍ
Ｔ
が
必
要
で
す
。

基
本
的
に
は
、北
海
道
や
長
野
県
な
ど
で
開
催
し

て
い
る
交
流
会
（
農
家
の
婚
活
対
策
）に
参
加
し

て
、あ
と
つ
ぎ
の
農
村
女
性
と
出
会
う
こ
と
で
す
。た
だ
し
、

本
人
同
士
の
愛
情
問
題
と
、農
地
や
家
屋
、生
産
施
設
は
農

家
の
財
産
で
あ
る
た
め
、あ
と
つ
ぎ
女
性
に
兄
弟
が
い
る
場
合

に
は
相
続
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。一
般
的
に
、婿
養
子
は
立
場

が
弱
い
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

 

な
お
、全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
農
業

経
営
継
承
事
業（
後
継
者
が
い
な
い
農
家
の
経
営
を
新
規
就

農
者
が
引
き
継
ぐ
）で
は
、養
子
と
し
て
迎
え
、後
継
者
に
し

た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。し
か
し
、成
人
後
の
養
子
関
係
は

難
し
く
、う
ま
く
い
か
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
。

田
舎
が
農
家
で
、１
ha
ほ
ど
の

田
ん
ぼ
が
あ
る
。農
業
の
勉
強

を
し
て
、定
年
に
な
っ
た
ら
規

模
を
拡
大
し
て
あ
と
を
継
ぎ
た
い
の
だ

が
、ど
の
よ
う
な
準
備
を
し
た
ら
い
い
か
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
に
、日
本
中
、い

や
、世
界
中
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、雇
用
と
住

居
の
確
保
が
生
活
再
建
の
第
一
歩
で
あ
る
と
し
て
、

農
業
法
人
の
緊
急
求
人
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
呼
び
か
け
を
日
本
農
業
法
人
協
会
の
会
員
を

始
め
と
す
る
農
業
法
人
に
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、全

国
か
ら
た
く
さ
ん
の
求
人
情
報
と
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

寮
や
社
宅
な
ど
の
住
居
の
提
供
や
旅
費
を
支
給

す
る
法
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
、寮

な
ど
が
な
く
て
も
、地
域
の
公
営
ア
パ
ー
ト
な
ど
を

借
り
る
の
に
、便
宜
を
図
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

被
災
地
の
法
人
経
営
者
か
ら
は
、「
従
業
員
を
解

雇
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
、あ
り
が
た
い
話
だ
」と

い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

農
業
は
土
地
と
い
う
動
か
せ
な
い
経
営
資
産
を
使

う
事
業
で
す
。植
物
や
生
き
物
を
育
て
る
生
命
産
業
で

も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、地
域
や
仲
間
と
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
、命
に
敏
感
な
の
で
す
。全
国
の
農
業
者

が
、被
災
地
の
復
興
を
祈
り
、応
援
し
て
い
ま
す
。（
M
）

農
業
を
始
め
る
の
に
、

自
動
車
の
運
転
免
許
は
必
要
か
。

婿
養
子
と
し
て
農
家
に
入
り
、

就
農
し
た
い
。い
い
方
法
は
な
い
か
。

QA

QAQA

生
活
で
き
る
所
得
目
標
を

各
地
の
交
流
会（
婚
活
）に
参
加
を

Ｍ
Ｔ（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）免
許
が
必
要


